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＜活動報告書＞ ＜活動状況写真＞

【写真1】

【写真2】

【写真3】

TEL

フリガナ ヒガシニホンドボクキョウイクケンキュウカイ

①団体名 東日本高等学校土木教育研究会

（状況説明）
基調発表　「岐阜県における土
木教育の取組みと課題につい
て」
岐阜県立大垣工業高等学校
建築学科群　土木工学科
林将記先生

②担当者

フリガナ

氏名

所属
役職

山形県立新庄神室産業高等学校　教諭

（状況説明）
基調発表についてグループに分
かれ協議を行った。結果につい
てグループの代表者が述べる。

④活動期間 令和６年７月　　～　令和６年７月

⑤活動内容
を記載

E-mail

③申請テーマ 第６８回東日本高等学校土木教育研究会総会ならびに研究協議会　山形大会

別添報告書による。

（状況説明）
講演　「科学と技術と土木の
話」
東北工業大学名誉教授
今西　肇　氏

⑥活動説明動画
の有無

ある　　・　　なし

⑦活動費用合計
※シート②の「2.実績

額」の「①事業に要する
費用」の合計がリンク

2,672,982 円



 
令和６年１１月２９日  

 
 

   
令和６年度第６８回東日本高等学校土木教育研究会総会ならびに研究協議会山形大会  

報告書 
 
 
１ 研究集会団体名   東日本高等学校土木教育研究会 
 代 表 者 名    村上 英二（栃木県立那須清峰高等学校長） 
 

２ 事 務 局 学 校    山形県立新庄神室産業高等学校 
  事 務 局 代 表    校長  齋藤 潤弥 
 
３ 研 究 主 題    総会ならびに研究協議会 
 
４ 目 的   高等学校における土木教育に関する研究会を行い、その向上、改善を図るとともに、 
            会員相互の連絡ならびに全国高等学校土木教育研究会との連携を密にすること。 
 
５ 開 催 期 日    令和６年７月２５日（木）～２６日（金） 
 
６ 開 催 場 所    山形国際ホテル（山形市香澄町三丁目４番５号） 
 
７ 参 加 人 数    ９９名 
 
８ 研 究 内 容    
（１）総 会 令和５年度事業報告および会計報告  令和６年度事業計画案および予算案等について 
（２）中央情勢報告 文部科学省より（資料のみ配布） 
（３）研 究 協 議  「 岐阜県における土木教育の取組みと課題について 」  岐阜県立大垣工業高等学校 

「 土木教育における３観点評価の現状と改善について」 栃木県立那須清峰高等学校 
（４）生 徒 発 表  令和５年度高校生の作文コンクール国土交通大臣賞受賞 山形県立山形工業高等学校生徒 
（５）講 演 「科学と技術と土木のはなし」」          東北工業大学名誉教授 今西 肇氏 
（６）研 究 発 表  「 官学連携の地域貢献活動について 」         宮城県石巻工業高等学校 
          「 授業・実習をとおした企業との連携」        新潟県立新発田南高等学校                   
（７）指 導 講 評  山形県教育局高校教育課指導主事 
 
上記、講演、研究発表、研究協議等を通して、会員の資質向上を図るとともに、高等学校土木教育の振興に寄与で

きたと考えます。ここに、当初の目的が達成でき無事に終了したことを報告いたします。   
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